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               論   文   の   要   旨 
 
アジサイは，栽培条件により花色が赤色，紫色および青色に変化する特徴を持つ．アジサイの夏色の青色



































                            
               審   査   の   要   旨 
 本論文は，これまで一般に受け入れられてきた，アジサイの花色制御の主要な因子がアルミニウムであると
いう考えを検証した結果，予想とは異なる結果を得たことで，この考えを修正する必要があることを示したも
のである．そのうえでアジサイの花色制御の主要な因子をリン酸と推測し，それを検証することでリン酸の関
与を支持する結果を得た．アジサイの花色制御の主要な因子がアルミニウムはなくリン酸であるという考えの
提示は，アジサイの花色の発色機構について概念を改め，アジサイの栽培方法に大きな影響を与える本研究の
主要な成果である．またこれまで研究の対象になることの少なかったアジサイの秋色について，着色や発色機
構についての情報を得た．これらの結果は，秋色アジサイの均一な着色と多彩な色彩の制御とそれらの生産に
貢献するものと評価する． 
平成２９年１月２５日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い，本論文について著者に説明を求め，関連事項について質疑応答を行った．その結果，審査委員全員に
よって合格と判定された． 
よって，著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める． 
